
枚方市

事業系ごみに関する事業者アンケート

事業者のみなさまには、日ごろから市政にご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございます。

枚方市では、安全で安定的なごみ処理体制を確保することを基本に、ごみ

の減量やリサイクルなどの様々な取り組みを推進しているところです。

今回、次期一般廃棄物処理基本計画の策定に向けて、今後のごみ減量・リ

サイクル施策の検討などの基礎資料として活用するため、事業者のみなさま

のご意見をお伺いさせていただきます。

つきましては、お忙しいところ恐縮ではございますが、このアンケート調

査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

なお、このアンケート調査は、市内にお住まいの方の中から無作為に選ば

せていただきました600社の方に送付しています。

アンケートの答え方

１ 貴事業所のごみのことがよくわかる方にご回答をお願いします。

２ 質問の内容にしたがって、あてはまる項目を○で囲んでください。

また、「その他」を選択された場合など、（ ）内に必要事項をご記入ください。

３ ○をつける数は質問によって異なりますのでご注意ください。

４ 回答していただきました内容については統計的に処理を行い、個別の回答結果

を利用することはありません。

５ ご記入が済みましたら、同封の返送用封筒に入れて、８月４日（月）までに

ご投函くださいますようお願いします。（切手不要）

６ 返信用封筒には、お名前やご住所を記入していただく必要はありません。

７ ネット版で、パソコンやスマートフォンから回答も可能です。
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現在の枚方市における事業系ごみについて

市域の事業者が排出するごみ（一般廃棄物）は、令和２年度にコロナ禍の影響などで大きく

減少しました。その後、事業活動の回復に伴い徐々に増加していますが、令和５年度から若干

の減少傾向に転じています。

しかしながら、令和３年度に実施した事業系ごみの組成分析調査の結果、売れ残り食品など

の食品ロスやリサイクル可能な紙が、市の清掃工場へ搬入されるごみに多く含まれているため、

引き続き、ごみの減量・リサイクルの取り組みが必要であると考えています。

事業系ごみ量の推移

事業系ごみの組成分析調査結果（R3年度）

うち、リサイクル可能な紙
6.7%

うち、売れ残り食品
7.9%

生ごみ

（ ）

R元
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１ ごみ処理責任について

事業活動に伴って発生するごみについては、市では収集せず、事業者が自らの責任で

処理する必要があることを知っていますか。【〇は１つ】

２ ごみの排出量の把握について

貴事業所では、ごみ（産業廃棄物を除く）の排出量を把握していますか。

【〇は１つ】

３ ごみ減量に関する責任者について

貴事業所では、ごみ（産業廃棄物を除く）の排出量を把握していますか。

【〇は１つ】

４ ごみ減量・リサイクルに関する情報の入手先

ごみ減量・リサイクルに関する情報で参考としているものを選んでください。

【〇はいくつでも】

知っている

知らない

自社で計量して、ごみの重量または袋数を把握している。

収集運搬業者に確認するなどして、ごみの重量または袋数を把握している。

その他の方法で把握している。（具体的な方法： ）

把握していない

専任の責任者を定めている

他の役割（総務など）との兼務としている

責任者を定めていない

枚方市ホームページ・広報誌・パンフレットなど

ビル管理会社などからのお知らせ

収集業者からのお知らせ

本社からの指示やマニュアルなど

同業種の組合・団体などからのお知らせや研修会

新聞・テレビ・ラジオなど

枚方市ホームページ以外の関連サイト

口コミ

その他（ ）
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５ 食品ロスの削減について

（１）食品ロス削減への関心について

貴事業所の食品ロス削減について、どの程度関心がありますか。【〇はいくつでも】

（２）食品ロス削減の行動について

食品ロス削減について、貴事業所で取り組んでいることはありますか。

【〇はいくつでも】

６ ごみ減量・リサイクルの課題について

その他、食品ロス削減について取り組んでいることがあれば、以下に記入ください。
【自由記入】

（３）食品ロス削減に向けた今後の取り組みについて

食品ロス削減に向け、今後取り組みたいと思うことはありますか。【自由記入】

ばら売り、量り売りを導入している

「てまえどり」を推奨し、棚の前にある商品から選ぶように促している

タイムサービス等、売れ残り食品の削減に取り組んでいる

食べ残しが少なくなるようなメニューの工夫をしている

食べ残しの持ち帰りの要望に対応している

賞味期限間近の食品をフードバンク等に無償提供している

※ 業種が「百貨店、スーパー」、「コンビニエンスストア」、「食品関連小売業」、「飲食店・レストラン」
の事業所のみお答えください。

かなり関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

わからない
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６ 紙類の減量・リサイクルについて

（１）事業所から発生する紙類について

貴事業所で発生する紙類の種類について教えてください。

また、発生している紙類はリサイクルしているか教えてください。【〇はいくつでも】

（２）紙類の削減について

貴事業所で発生する紙類を削減するために取り組んでいることがあれば教えてください。

【自由記入】

７ プラスチックごみの分別について

事業所から発生するプラスチックごみは、原則、「廃プラスチック類」の産業廃棄物に

該当することから、一般廃棄物とは分別して産業廃棄物として処理する必要があります。

貴事業所では、プラスチックごみを分別し、産業廃棄物として処理していますか。

【〇は１つ】

分別してない場合、その理由を教えてください。【〇はいくつでも】

発生する リサイクルしている

新聞紙

段ボール

チラシ、パンフレット

雑誌

書籍

コピー用紙等の事務用紙

シュレッダーくず

紙製容器包装

紙パック

その他（ ）

紙類はほとんど出ない

分別を徹底している

ある程度分別している

分別していない

プラスチックごみは発生しない

その他（ ）

産業廃棄物に該当することを知らなかった（一般廃棄物だと思っていた）

従業員に周知を徹底できない

少量しか出ないため

汚れているため

その他（ ）
5



８ ごみ減量・リサイクルの取り組みについて

ごみ減量・リサイクルについて、貴事業所で取り組んでいるものを選んでください。

【〇はいくつでも】

その他、ごみ減量・リサイクルについて取り組んでいることがあれば、以下に記入
ください。【自由記入】

９ ごみ減量・リサイクルの課題について

ごみ減量・リサイクルに取り組む上での課題や問題点について、あてはまるものを 選んで

ください。【〇はいくつでも】

使い捨て製品を使わないようにしている

簡易包装を実施している

資源物の分別を徹底している

リースやレンタルを積極的に活用している

店頭回収・資源回収等を利用している

適正な在庫管理を心掛けている

社員に対して、環境教育を行っている

ごみ減量・リサイクルのマニュアルを作成している

利取引先や納入業者に簡易包装や通い箱の使用を依頼している

生ごみは水切りや乾燥をしてからごみに出している

特に取り組んでいることはない

取り組む意義がわからない

方法がわからない

経済的メリットが少ない

手間がかかる

分別した資源の保管場所がない

リサイクルするほどのごみ量がない

適当な回収業者が見当たらない

本社に決定権があるため、本社の指示に従うしかない

従業員への分別徹底やごみ減量に関する意識啓発が難しい

特に問題はない

その他（ ）
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10 市に求める周知施策

枚方市が今後、どのような周知に取り組みをすれば、事業系ごみの減量・リサイクルが促進

すると思いますか。

【〇はいくつでも】

７ 行政への要望など

11 その他の市の取り組みについて

市が実施するごみ減量・リサイクルの推進に関する取り組みについて、今後、実施する

としたら、効果的であると思う施策はありますか。

【〇はいくつでも】

12 ご意見について

その他、ごみに関するご意見がありましたら、ご自由にご記入してください。【自由記入】

法律や条例等の規制に関する情報提供

収集業者や処理業者に関する情報提供

ニュースレターの配信

講習会の開催

事業所への出前研修会や相談員等の派遣

優良事例の紹介

古紙類や缶・びん・ペットボトルなどの資源物のリサイクルルートの情報提供

その他（ ）

どのような取り組みがあっても促進すると思わない

ごみ減量・リサイクルに取り組む事業者の表彰制度

事業所向けの分別ボックス購入の補助金制度

市の清掃工場へのリサイクル可能な古紙の搬入禁止

事業者に対する啓発や指導の徹底

その他（ ）

特にない
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貴事業所について

（１）貴事業所の業種について該当するものを選択してください。 【〇は１つ】

（２）貴事業所の形態について該当するものを選択してください。【〇は１つ】

※複数の形態が複合している場合、延べ床面積が最も広いものについてご回答ください。

（３）貴事業所の従業員数（パート・アルバイトを含む）は何人ですか。【〇は１つ】

農林・漁業・鉱業 建設業

食品関連製造業 その他製造業

電気・ガス・熱供給・水道 運輸・情報通信

卸売業 百貨店、スーパー

コンビニエンスストア 食品関連小売業

その他小売業 金融・保険

不動産 飲食店・レストラン

病院 福祉施設（老人ホーム・介護施設等）

学校 その他サービス業

その他（ ）

工場・作業所

テナント（ビルや商業施設の一部を賃借して営業する小売・飲食・サービス業）

店舗（小売・飲食）（テナントを除く）

サービス施設（病院・福祉施設・学校など）（テナントを除く）

事務所・営業所

その他（ ）

１～４人 ５～９人

10～19人 20～29人

30～49人 50～99人

100人以上

アンケートは以上です。
ご協力いただき誠にありがとうございます。
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